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カリキュラムとの整合性評価
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APG-042 基礎英語 45 18 27 3 100 なし なし 0 0 0 0 1 0 1 2 B

APP-113 技術英語Ⅰ 45 18 27 3 100
APP-184 技術英語Ⅱ 45 18 27 3 100

計 135 54 81 9 300
現場実習、体育、情報学を除く全科目 なし 0 0 0 1 1 0 1 2 B

1年次 885 39 1～3 128 885
2年次 795 53 4～6 85 795
3年次 915 60 7～9 22 915
4年次 645 43 10～

12
34 645

計 3240 195 269 3240
APP-306 警察活動の紹介 45 18 27 3 6 57 18 あり 0 0 0 1 1 1 1 2 A

APP-143 護身術Ⅰ 45 7 38 3 3 85 7
APP-275 護身術Ⅱ 45 7 38 3 3 57 7
APP-397 護身術Ⅲ 45 7 38 3 7 57 7
APP-367 警察活動Ⅰ 45 18 27 3 7 57 18
APP-428 警察活動Ⅱ 45 7 38 3 8 22 7
APP-5811 救急活動 45 11 34 3 8 22 11
APP-5310 コミュニティと警察 45 7 38 3 10 34 7
APP-5510 指紋検査 45 7 38 3 10 34 7
APP-5610 刑務行政 60 30 30 4 10 34 30
APP-6111 犯罪捜査 60 15 45 4 11 34 15

計 525 134 391 35 83 493 134
APP-489 麻薬 60 30 30 4 9 22 30 なし 1 0 0 1 1 0 1 3 B

APP-6111 犯罪捜査 60 15 45 4 11 34 45
計 120 45 75 8 20 56 75

E 視聴覚機材(ﾋﾞﾃﾞｵ編集用機材) カテゴリーＣ教材のうち、購入やマスメ
ディアから録画により製作できないものの
撮影・編集する。

なし なし 0 0 0 1 1 0 1 2 B 評価はカテゴリーCの項目と同じである。

F 音響用機材 カテゴリーCの教材のうち、ビデオ教材の音
声の編集作業を行なう。

なし なし 0 0 0 1 1 0 1 2 B 評価はカテゴリーCの項目と同じである。

G 視聴覚機材(校内放送) 学生、教官、スタッフの緊急時の呼び出し
に必要。

- - - - - - - - - - - - - カリキュラムとの直接の関連は無い。教官、スタッフは個人所有の携帯電話を持っている。ANAPO学生には公用での緊急出動は無い。

APA-225 情報工学Ⅰ 45 6 39 3 警察業務の電子化に対応するため、機器操 5 57 39 ISEP) 1 0 0 1 1 1 1 3 A 現状カリキュラムを成立させるのに必要な機材。指導計画、教材、教官とも現行のもので対応可能。
APA-296 情報工学Ⅱ 45 6 39 3 6 57 39

計 90 12 78 6 11 114 78
APP-194 物理学 60 10 10 4 4 85 10 あり 1 0 0 1 1 1 1 3 A 現状カリキュラムを成立させるのに必要な機材。指導計画、教材、教官とも現行のもので対応可能。現状では情報工学ラボはISEPと共有の施設になっており、

10台のパーソナルコンピューターを共有している。要請機材の性能はISEPのものと同様であり、ANAPOの授業は年間360時間程度、ISEPが年間70時間程度であ
る。共有のラボ教室の中に、両校専用機材を別途投入する理由が見当たらない。

APP-235 生物学 45 18 27 3 5 57 27
APP-316 犯罪学 45 18 27 3 6 57 27
APP-489 麻薬 60 30 30 4 9 22 30
APJ-519 医薬品 60 30 30 4 10 34 30
APP-5510 指紋検査 45 7 38 3 10 34 38
APP-6111 犯罪捜査学 60 15 45 4 11 34 45

計 555 152 363 37 77 551 363
J 視聴覚機材(ビデオ撮影) カテゴリーI と同じ なし 1 0 0 1 1 1 1 3 B

PP-031 体力維持 90 34 56 0 1 128 56 なし 0 0 0 1 1 0 1 2 B

APG-062 体育学 45 18 27 3 2 85 27 なし
日課のトレーニング 132 0 132 0 全 224 132 なし
計 267 52 215 3 437 215.3

APP-143 護身術Ⅰ 45 7 38 3 3 85 38 なし 0 0 0 1 1 1 1 2 B

APP-275 護身術Ⅱ 45 7 38 3 3 57 38
APP-397 護身術Ⅲ 45 7 38 3 7 57 38

計 135 21 114 9 13 199 114
M 訓練用車輌(自動車) 現場のニーズに合わせ、警備車両の運転技

術、戦術の学習科目を加えたい。
不明 不

明
なし なし 0 0 0 0 1 0 1 2 C 現場のニーズと上位目標とも合致しているが、現状では授業は行われていない。将来的に行ないたい科目として現行指導計画書にリストアップされているが、

具体的な指導計画がない。教官、教材は調達可能と思われる。
N 訓練用車輌(バイク) 現場のニーズに合わせ、機動力のあるバイ

クの運転技術、戦術学習の科目を加えた
い。

不明 不
明

なし なし 0 0 0 0 1 0 1 2 C 現場のニーズと上位目標とも合致しているが、現状ですでに育成機関が別にあり、ANAPOではこれでどういう問題があるのか要請理由からは不明。機材投入後
の具体的な指導計画はない。教官、教材は調達可能と思われる。

O 複製(印刷)機材 基本インフラ機材のため対象科目なし
P 交通標識 要請除外
Q －欠番－
R 光学式マーク読取装置 心理テスト 年2回全学生に対し行う心理テストの採点用

に使用。採点者である心理学者の負担軽減
のために必要。

年2
回

423 - なし - - - 1 1 1 1 2 B ANAPO/ISEP共用で要請していると思われる。心理テストによる心の健康は卒業要件の中に含まれ、ANAPO全体の教育カリキュラムとは合致している。本機材は
教科内容の改善ではなく教員の作業効率化と合理化を目指すものである。現行資材、教官で対応可能。

S ﾒﾝﾃﾅﾝｽ機材(自動車) 要請除外
T ｸﾘﾆｯｸ用機材(婦人科) 基本インフラ機材のため対象科目なし
U ｸﾘﾆｯｸ用機材(歯科) 基本インフラ機材のため対象科目なし
V 体力測定機材 要請除外
X 会議室用機材 基本インフラ機材のため対象科目なし
Y 犯罪捜査ラボ機材 ANAPO/ISEP共用のラボ機材として要請。犯

罪捜査科目で使用する、物理化学的分析、
現場保全、捜査情報の加工・記録などに使
う実習資材と機材。現在使用中の機材は最
低限のものを共有しており、学生10人1組程
度で共用しており実技の習熟ができない。

なし あり 1 0 0 1 1 1 1 1 A 犯罪捜査ラボは施設、機材、教官ともANAPO/ISEP共用しているため、共用の資機材として要請していると思われる。現行カリキュラムを成立させるのに必要な
機材。現行指導計画、教官、教材でそのまま活用可能。到達目標の設定現在はないが、現行カリキュラムで実技習熟度を採点基準に取り入れているため、今後
は改善習熟度の再設定は可能と思われる。

ｼｭﾐﾚｰﾀｰ(車輌) 現場のニーズに合わせ、警備車両の運転技
術、戦術の学習科目を加えたい。

- - なし なし 0 0 0 0 1 0 1 2 C 校長は安全な犯人追跡調査技術をまずシミュレーターで基本技術を学び、その後実車での訓練を行ないたいと考えている。この意味では警察活動現場のニー
ズ、保安省戦略目標とも合致しているが、現状では指導計画文書が全くない。機材が導入されれば、教材、教官の調達は可能と思われる。

APP-123 銃器と発砲Ⅰ 45 6.4 39 3 3 85 なし あり
（拳
銃）

0 0 0 1 1 1 1 2 A

APP-255 銃器と発砲Ⅱ 45 6.4 39 3 5 57
APP-306 警察活動の紹介 46 18 28 3 6 57
APP-367 警察活動Ⅰ 46 18 28 3 7 57
APP-428 警察活動Ⅱ 45 6.4 39 3 8 22
APP-6011 総合的治安 60 30 30 4 11 34

計 287 86 201 19 312
－ バス 基本インフラ機材のため対象科目なし 別添利用計画表参照。年間使用予定時間は29,000kmである。
－ 心理ｶｳﾝｾﾝﾘﾝｸﾞ用機材 心理テスト（カテゴ

リーMと同じ）
心理テストのデータ管理に必要 年2

回
423 - なし - - - 1 1 1 1 2 B 心理テストによる心の健康は卒業要件の中に含まれ、ANAPO全体の教育カリキュラムとは合致している。本機材は教科内容の改善ではなく教員の作業効率化と

合理化を目指すもので一般インフラ機材である。
－ 厨房機材 基本インフラ機材のため対象科目なし
－ 自家発電機 基本インフラ機材のため対象科目なし

カリキュラムから見た要請機材のタイプ

A: 現状カリキュラムですでに類似の機材を使用しているが、数量、品質などの面で不十分なもの。要請機材は現状カリキュラムの中で活用可能。
B:   現行カリキュラムに本来必要なものと認識しているが、現状機材がないので現カリキュラムには使用計画が入っていない。要請機材使用にあたってはカリキュラムの中に使用計画を盛り込んで修正し、教員、教材の一部を追加調達する必要がある。
C: 現状カリキュラムには使用機会はないが、もしあればカリキュラムの拡充が可能と考えている。カリキュラムに使用計画と新規追加し、教員、教材を新規追加調達する必要がある。

①②③④⑤の合致度
各項目に合致しているものを1点、していないものを0点とし、代数和を示した。全項目合致なら＋５点である。
⑤⑥の合致度は将来確保の可否で判定する。

（機材使用時間算出根拠）ANAPOの各期別想定学生数
1-4
月

5-8
月

9-12
月

1年次 学期 1 2 3

128 85 85

2年次 学期 4 5 6

85 57 57

3年次 学期 7 8 9

57 22 22

4年次 学期 10 11 12

34 34 34
各期別在籍学生数 247 176 176

出所：ANAPO/ISEP教務部　2004年度実績=想定値とした。

計画使用想定時間
ANAPO/ISEP教務部長 Srta. Lic. Kathia Perez氏 へのインタビューによる。

使
用
想
定
時
間

類
似
機
材
の
現
況
使
用

指導計画 ⑤④

現状カリキュラムになし

現状カリキュラムになし

教授のプレゼン、学生のプレゼンに使用

カテゴ
リーIと
同じ

基本インフラ機材のため対象科目なし

警察分野科目で現場の状況を見せる、模範
実技などを見せることに使用。

機材カテゴリー

カテゴリーEと同じ

カテゴリーIと同じ

使用予定教科の現状

カテゴリーCと同じ

A 言語教室用機材

C 視聴覚機材(ﾋﾞﾃﾞｵﾓﾆﾀｰ)

H

カリ
キュ
ラム
から
見た
機材
のタ
イプ

ほとんどすべての科目の授業が活用対象になる。現状では各科目はOHPなどを使うこともあり、現状各教科の指導計画の中で活用が可能。教員、教材も現状で
対応できる。教科書が個別配布されていないので、代替機能を持たせて授業の質の向上ができると考えており、現状カリキュラムを補完する機材と解釈でき
る。

カテゴ
リーCと

①
～
⑤
の
合
致
度

対象学
生

機材投入後の計画カリキュラムの内容

対応可能
な教官、
スタッフ

教材

カテゴ
リーCと
同じ

観光警察活動への対応、税関業務、機材マ
ニュアルの判読、海外研修

要請理由と現状コンテンツの目標が一致しており、現状の上に何を目指そうとしているのかが不明。現状では類似機材を全く使っていないことから、現状計画
を補完する機材ではない。したがって、あるとより高い目標設定ができると考えているが、まだ具体的な指導計画が無い状態。教員、教材は現状で調達してい
るIHCIなどからの調達が将来も可能。現在、ISEPの観光警察官コースでは英語の授業にはIHCIへ学生を派遣して行なっており、この方法をANAPOで導入すると
何が問題なのかが不明。

B 視聴覚機材(ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ)

現状ではビデオを副教材として使用している。カテゴリーEの編集機材とセットで使用すると考えており、この意味では現状カリキュラムレベルの補完を目指
すものではなく、カリキュラムの改善を狙ったものである。教材（ビデオテープ類）は調達可能だが、高度な編集作業を伴うものは作成スタッフの能力次第
（第4章4.1.6参照）。教員の調達は現状レベルで対応可能。

D 視聴覚機材(ｶｾｯﾄﾚｺｰﾀﾞｰ) 犯罪捜査科目でインタビュー、尋問の技術
習得実習に使用。

現状授業を成立させるのに必要な機材。現在は機材がない状態でおこなっているので、指導計画の一部修正は必要。教官、教材は現状のもので活用できる。

情報学教室用機材

I 視聴覚機材(写真撮影) 犯罪捜査関連科目の実習に使用。分析用写
真撮影に必要だが数が不足。ANAPO用として
ISEPの40台とは別途に85台要請している。

K 体育訓練機材 本来必要な体力増強が不十分で部分的な筋
肉増強やリハビリを行なう。

現状カリキュラムでは腕立て、腹筋、3500m持久走の到達目標は明示され、これをクリアすることが卒業要件になっている。現状でこれををどう改善したいと
考えているか目標設定と指導計画書は無い。教官、教材は現状スタッフで対応可能。

L 柔道機材 ①屋外の芝生で実習をしているが、授業中
に学生が受け身で怪我をするので必要。
②今後は柔道も取り入れたい。

実習を成立させるのに必要な基本的な機材。現状授業内容で柔道着を含め活用可能。
柔道は現状カリキュラムには無く、Lima Lamaという格闘技を取り入れている。柔道を取り入れる場合には、指導計画の一部更新、教材、教官の新規調達が必
要。

Z

ｼｭﾐﾚｰﾀｰ(射撃訓練) 予算不足から現状では十分な実射訓練がで
きない。

実弾発射と同じ状況が再現できるものであれば現行カリキュラムでほぼ活用可能。射撃技術の具体的な到達目標が未設定。

カテゴリーMと同じ



添付資料４－B　　　　CIP 要請機材カテゴリーとカリキュラムの状況　

④ ⑤
カリキュラムとの整合性評価

① ② ③
研修コース名 コード 教科名

時
間
数

要請上の使用目的 人数 計画
書の
有無

改善
到達
目標
の設

定

到達
目標
達成
方法
論の
明示

現状
での
有無

将来
確保
可否

現
状
で
の
有
無

将来
確保
可否

防犯警察官養成 CFPG-003 英語 20 534 20 なし 0 0 0 0 1 0 1 2 B

犯罪捜査官養成 - - 0 0
コミュニティ警察研修 - - 0 0
交通事故捜査研修 - - 0 0

計 20 534 20
現場実習、体育、情報学を除く全科目 なし 0 0 0 1 1 0 1 2 B

防犯警察官養成 754 534 754
犯罪捜査官養成 587 220 587
コミュニティ警察研修 448 114 448
交通事故捜査研修 419 114 419

計 2,208 982 2,208
C 視聴覚機材(ﾋﾞﾃﾞｵﾓﾆﾀｰ) 防犯警察官養成 CFPG-002 ホンジュラスの歴史と

地形
20 534 2 あり 0 0 0 1 1 1 1 2 A

CFPG-008 環境教育 20 534 2
CFPH-001 人権 20 534 1
CFPP-002 警察活動Ⅰ

(捜索と逮捕技術）
50 534 1

CFPP-004 警察活動Ⅲ
(群集の規制とデモ）

78 534 2

CFPP-005 パンディージャの基礎
知識

15 534 1

CFPP-007 コミュニティ警察 20 534 1
CFPI-003 犯罪現場の指紋の保全 20 534 1

計 243 534 11
犯罪捜査官養成 CBI-H-02 救急法 12 220 1

CBI-H-03 性感染症 7 220 1
CBI-J-10 人権 4 220 1
CBI-J-11 麻薬防止関連法 4 220 1
CBI-P-16 逮捕術 21 220 1
CBI-P-21 麻薬と覚醒剤の捜査 11 220 1
CBI-P-31 要人警護 10 220 1
CBI-F-37 指紋の処置 21 220 1
CBI-F-38 法医学と犯罪捜査ラボ

の紹介
12 220 1

計 102 220 9
コミュニティ警察研修 CSOPG-001 救急法 14 114 2

CSOPG-003 護身術 14 114 2
CSOPH-001 人権 14 114 2
CSOPH-003 ジェンダー 18 114 2
CS0PP-004 パトロールの実施

(捜索と容疑者の施錠
と護送）

64 114 2

(車両の捜索と鑑識） 114 2
CS0PP-005 要人警護 16 114 2
CS0PP-006 群集の規制とデモ 18 114 2

計 158 114 16
交通事故捜査研修 CAPG-001 法医学概論 14 114 1

CAPG-004 護身術 10 114 2
CAPH-001 人権 12 114 2
CAPH-003 ジェンダー 12 114 2
CAPE-001 誘拐防止 16 114 2
CAPE-002 群集の規制とデモ 18 114 2
CAPE-003 実習 114 4

計 82 114 15
合計 828 982 62

防犯警察官養成 CFPI-002 インタビュー技術 15 534 4 なし 1 0 0 1 1 1 1 3 B
犯罪捜査官養成 CBI-P-20 インタビュー技術 28 220 8
コミュニティ警察研修 なし 0 0
交通事故捜査研修 なし 0 0

計 43 754 12
E 視聴覚機材(ﾋﾞﾃﾞｵ編集用機材) カテゴリーＣ教材のうち、購入やマスメディアから録画に

より製作できないものの撮影・編集する。
未定 なし 0 0 0 0 1 0 1 2 B 評価はカテゴリーCの項目と同じである。

F 音響用機材 カテゴリーCの教材のうち、ビデオ教材の音声の編集作業
を行なう。

未定 なし 0 0 0 0 1 0 1 2 C 評価はカテゴリーEの項目と同じである。

G 視聴覚機材(校内放送) 学生、教官、スタッフの緊急時の呼び出しに必要。 - - - - - - - - - - - - カリキュラムとの直接の関連は無い。教官、スタッフは個人所有の携帯電話を持っている。CIP学生には公用での緊急出動は無い。
防犯警察官養成 CFPG-004 タイピングと情報工学

概論
20 534 20 なし 1 0 0 1 1 1 1 3 B 現状カリキュラムを成立させるのに必要な機材。指導計画、教材、教官とも現行のもので対応可能。

犯罪捜査官養成 0 220 0
コミュニティ警察研修 CSOPG-002 タイピングと情報工学

概論
20 114 20

交通事故捜査研修 CAPG-002 タイピングと情報工学
概論

16 114 16

計 56 982 56
防犯警察官養成 CFPI-001 基礎犯罪捜査 15 534 8 なし 1 0 0 0 1 1 1 3 A 現状カリキュラムを成立させるのに必要な機材。指導計画、教材、教官とも現行のもので対応可能。

CFPI-003 指紋の保全と処置 20 534 10
犯罪捜査官養成 CBI-P-32 暴力犯罪捜査 15 220 15

CBI-F-37 指紋の処置 21 220 14
コミュニティ警察研修 CSOPP-002 犯罪捜査 16 114 10

CSOPP-003 指紋の保全と処置 16 114 10
交通事故捜査研修 CAPP-004 指紋鑑定、弾道学、犯

罪記録
14 114 10

計 229 982 77
J 視聴覚機材(ビデオ撮影)

防犯警察官養成 CAPG-005 体育教育とスポーツ 60 534 30 あり 0 0 0 1 1 1 1 2 B
犯罪捜査官養成 CBI-HD-41 体育教育とスポーツ 60 220 30
コミュニティ警察研修 CSOPG-004 体育教育とスポーツ 36 114 18
交通事故捜査研修 CFPG-005 体育教育とスポーツ 20 114 10

計 176 982 88
L 柔道用機材 防犯警察官養成 CFPG-006 自己防衛術(柔道） 40 現状で柔道を教えているが屋外の芝生で練習しているた

め、受身で怪我をすることが多いため必要。
534 40 なし 1 0 0 1 1 1 1 3 A

犯罪捜査官養成 CBI-HD-42 自己防衛術 50 220 50
コミュニティ警察研修 CSOPG-003 自己防衛術 14 114 14
交通事故捜査研修 CFPG-004 自己防衛術 10 114 10

計 114 982 114
防犯警察官養成 CFPG-009 自動車メカニズムの基

礎
20 534 20 あり 0 0 0 0 1 0 1 2 C

犯罪捜査官養成 なし
コミュニティ警察研修 CSOPP-004 自動車の制御 16 114 16
交通事故捜査研修 なし

計 36 648 36
N 訓練用車輌(バイク) 現場のニーズに合わせ、機動力のあるバイクの運転技術、

戦術学習の科目を加えたい。
未定 未定 なし 0 0 0 0 1 0 1 2 C 現場のニーズと上位目標とも合致しているが、現状ですでに育成機関が別にあり、これでどういう問題があるのか、なぜCIPのカリキュラムの中に追加する必要があるのか不明。機

材投入後の具体的な指導計画はない。教官、教材は調達可能と思われる。

O 複製(印刷)機材 基本インフラ機材のため対象科目なし
Q －欠番－
R 光学式マーク読取装置 心理テスト 年2回全学生に対し行う心理テストの採点用に使用。採点

者である心理学者の負担軽減のために必要。
423 - なし - - - 1 1 1 1 2 B 心理テストによる心の健康は卒業要件の中に含まれ、CIP全体の教育カリキュラムとは合致している。本機材は教科内容の改善ではなく教員の作業効率化と合理化を目指すものであ

る。現行資材、教官で対応可能。
T ｸﾘﾆｯｸ用機材(婦人科) 基本インフラ機材のため対象科目なし
U ｸﾘﾆｯｸ用機材(歯科) 基本インフラ機材のため対象科目なし
V 体力測定機材 要請除外
Y 犯罪捜査ラボ機材 犯罪捜査科目で使用する、物理化学的分析、現場保全、捜

査情報の加工・記録などに使う実習機材。現在はラボ機材
はなく、実習は犯罪捜査総局のラボで実演見学のみを行っ
ている。

未定 なし 1 0 0 1 1 1 1 3 B 現行カリキュラムを成立させるのに必要な機材。現在は機材がないので犯罪捜査総局で実演見学のみをおこなっているため、学生のラボ実習を組み込んだ指導計画の改変が必要。
CIPでは指紋鑑定や現場保全などの基本的な鑑識実習のみを行なうため、専任ラボ教授でなくとも、授業は行なえる。教材は指導計画の改変にあわせ変更が必要。到達目標の設定は
現在はない。

ｼｭﾐﾚｰﾀｰ(車輌) カテゴリーMと同じ - なし なし 0 0 0 0 1 0 1 2 C 現在は自動車のメカニズムの基本的理解のみを教授しているが、機材を増強して運転免許が取得できるレベルの授業を行ないたいと考えている。まずシミュレーターで基本技術を学
び、その後実車での訓練を行ないたいと考えている。現状では具体的な指導計画がない。教官、教材は調達可能と思われる。

防犯警察官養成 CFPP-003 銃器と発砲の知識 31 534 31 あり
（拳
銃）

0 0 0 1 1 1 1 2 A

犯罪捜査官養成 CBI-HD-43 発砲訓練 83 220 83
コミュニティ警察研修 CSOPP-005 発砲実習 14 114 14
交通事故捜査研修 CAPP-001 発砲実習 14 114 14

計 142 982 142
－ バス 基本インフラ機材のため対象科目なし 別添利用計画表参照。年間使用予定時間は8,000kmである。
－ 厨房機材 基本インフラ機材のため対象科目なし
－ 自家発電機 基本インフラ機材のため対象科目なし

カリキュラムから見た要請機材のタイプ
A: 現状カリキュラムですでに類似の機材を使用しているが、数量、品質などの面で不十分なもの。要請機材は現状カリキュラムの中で活用可能。
B:   現行カリキュラムに本来必要なものと認識しているが、現状機材がないので現カリキュラムには使用計画が入っていない。要請機材使用にあたってはカリキュラムの中に使用計画を盛り込んで修正し、教員、教材の一部を追加調達する必要がある。
C: 現状カリキュラムには使用機会はないが、もしあればカリキュラムの拡充が可能と考えている。カリキュラムに使用計画と新規追加し、教員、教材を新規追加調達する必要がある。

①②③④⑤の合致度
各項目に合致しているものを1点、していないものを0点とし、代数和を示した。全項目合致なら＋５点である。
⑤⑥の合致度は将来確保の可否で判定する。

（機材使用時間算出根拠）CIPの各期別想定学生数
第1回 第2回 計(年間学生数)

防犯警察官養成 267 267 534
犯罪捜査官養成 110 110 220
コミュニティ警察研修 57 57 114
交通事故捜査研修 57 57 114
各期別在籍学生数 491 491 982

出所：CIP教務部　2004年度実績=想定値とした。

計画使用想定時間
CIP教務部長　Sr. Adolfo Gonzalez Zapata氏 へのインタビューによる。

①
～
⑤
の
合
致
度

視聴覚機材(ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ)

カリ
キュ
ラム
から
見た
機材
のタ
イプ

ほとんどすべての科目の授業が活用対象になる。現状では各科目はOHPなどを使うこともあり、現状各教科の指導計画の中で活用が可能。教員、教材も現状で対応できる。教科書が
個別配布されていないので、代替機能を持たせて授業の質の向上ができると考えており、現状カリキュラムを補完する機材と解釈できる。

対象
学生

機材投入後の計画カリキュラムの内容

対応可能な
教官、ス
タッフ

教材

使
用
想
定
時
間

類
似
機
材
の
現
況
使
用

指導計画

実習を成立させるのに必要な基本的な機材。現状授業内容で柔道着を含め活用可能。教官、教材も現行のものでそのまま対応可能。

機材カテゴリー

カテゴリーEと同じ

カテゴリーIと同じ

カテゴリーCと同じ

言語教室用機材A

D

使用予定教科の現状

B

観光警察活動への対応、税関業務への対応ができるように
学生の英語力を強化する。

要請理由と現状コンテンツの目標が一致しており、現状の上に何を目指そうとしているのかが不明。現状では類似機材を全く使っていないことから、現状計画を補完する機材ではな
い。したがって、あるとより高い目標設定ができると考えているが、まだ具体的な指導計画が無い状態。教員、教材は現状で調達している近傍の中学校などからの調達が将来も可
能。

現状授業を成立させるのに必要な機材。現在は機材がない状態でおこなっているので、指導計画の一部修正は必要。教官、教材は現状のもので活用できる。

現状カリキュラムでは腕立て、腹筋、3500m持久走の到達目標は明示され、これをクリアすることが卒業要件になっている。現状でこれををどう改善したいと考えているか目標設定
と指導計画書は無い。教官、教材は現状スタッフで対応可能。

各教科で教授のプレゼン、学生のプレゼンに使用し、学生
の理解を促進する。

各科目の副教材として、現場の実射映像、実技科目の模範
演技、教養科目の映像などを見せる。CIPは小学校修了者
が多数なので映像教材を活用し授業の理解を促進したい。

現状ではビデオを副教材として使用している。カテゴリーEの編集機材とセットで使用すると考えており、この意味では現状カリキュラムを実施するために必要な機材ではなく、カ
リキュラムの改善を狙ったものであると思われる。教材（ビデオテープ類）は調達可能だが、高度な編集作業を伴うものは作成スタッフの能力次第（第4章4.2.6参照）。教員の調達
は将来も可能。

視聴覚機材(ｶｾｯﾄﾚｺｰﾀﾞｰ) 犯罪捜査科目でインタビュー、尋問の技術習得実習に使
用。

H 情報学教室用機材 警察業務の電子化に対応するため、パソコンの操作機会を
作る必要がある。現状ではタイプライターで授業を行なっ
ており、授業でコンピューターに触れる機会がない。

基本インフラ機材のため対象科目なし

I 視聴覚機材(写真撮影) 犯罪捜査関連科目の実習に使用。現場証拠写真の撮影法教
授に使用。

K 体育訓練機材 本来必要な体力増強が不十分で部分的な筋肉増強やリハビ
リを行なう。

カテゴリーI と同じ

実弾発射と同じ状況が再現できるものであれば現行カリキュラムでほぼ活用○能。射撃技術の具体的な到達目標が未設定。

訓練用車輌(自動車)M 現在は自動車の基本メカニズム解説のみをおこなっている
ので、運転免許を取得できるようなカリキュラムに改善し
たい。

Z

ｼｭﾐﾚｰﾀｰ(射撃訓練) 予算不足から現状では十分な実射訓練ができない。

カテゴリーMと同じ

現状カリキュラムになし

現在は自動車のメカニズムの基本的理解のみを教授しているが、機材を増強して運転免許が取得できるレベルの授業を行ないたいと考えている。現状では具体的な指導計画はない。
教官、教材は調達可能と思われる。



添付資料４－C　　　ISEP 要請機材カテゴリーとカリキュラムの状況

④ ⑤
カリキュラムとの整合性評価

① ② ③
研修コース名 コード 教科名 要請上の使用目的 人数 計画

書の
有無

改善
到達
目標
の設

定

到達
目標
達成
方法
論の
明示

現状
での
有無

将来
確保
可否

現
状
で
の
有
無

将来
確保
可否

なし 0 0 0 1 1 0 1 2 B
交通事故捜査管理 815 23 815
観光警察マネジメン 635 31 635
弾道学執行管理 870 22 870

計 2,320 76 2,320
2 あり 0 0 0 1 1 1 1 2 A

交通事故捜査管理 一般 4 80 23 4
人文 2 20 23 2
警察 5 110 23 5
法律 3 95 23 3
行政 4 125 23 4
観光 0 0 23 0
交通事故捜査 8 425 23 8
弾道学 0 0 23 0
計 26 855 23 26

観光警察マネジメン 一般 4 70 31 4
人文 2 20 31 2
警察 5 140 31 5
法律 6 180 31 6
行政 3 60 31 3
観光 11 415 31 11
交通事故捜査 0 0 31 0
弾道学 0 0 31 0
計 31 885 31 31

弾道学執行管理 一般 6 100 22 6
人文 2 40 22 2
警察 5 140 22 5
法律 3 95 22 3
行政 4 90 22 4
観光 0 0 22 0
交通事故捜査 0 0 22 0
弾道学 14 380 22 14
計 34 1,730 22 34

合計 3,470 76 91
交通事故捜査管理 DOP-P01 インタビュー技術 10 23 10 なし 1 0 0 1 1 1 1 3 B

DOP-G04 口述と記述表現技術 20 23 20
計 30 23 30

観光警察マネジメン DGRP-G04 インタビュー技術 20 31 20
DGRP-G03 口述と記述表現技術 20 22 20
計 40 31 40

弾道学執行管理 DGEP-G04 口述と記述表現技術 10 22 10
合計 80 76 80

交通事故捜査管理 DOP-G01 情報工学 30 23 30 あり 1 0 0 1 1 1 1 3 A
観光警察マネジメン DGRP-G02 応用情報工学 20 31 20
弾道学執行管理 CSOPG-002 情報工学 20 22 20

計 70 76 70
交通事故捜査管理 DOP-OIAT-05 交通事故現場検証 100 23 25 あり 1 0 0 1 1 1 1 3 A

DOP-OIAT06 交通事故の証拠検証 30 23 18
DOP-OIAT-07 物理と材料の強度 60 23 30
計 190 23 73

観光警察マネジメン DGRP-P02 警察情報学 30 31 12
弾道学執行管理 DGEP-OB06 弾道学実習 10 22 10

DGEP-OB05 鑑識手法 30 22 15
DGEP-OB12 弾道分析の成果 20 22 20
DGEP-OB14 証拠のマネジメント 20 22 20
計 110 22 65

合計 300 76 150
J 視聴覚機材(ビデオ撮影) カテゴリーI と

同じ
O 複製(印刷)機材

R 光学式マーク読取装置 心理テスト 全学生に対し行う心理テストの採点用に使用。採点
者である心理学者の負担軽減のために必要。

76 - なし - - - 1 1 1 1 2 B ANAPO/ISEP共用で要請していると思われる。心理テストによる心の健康は卒業要件の中に含まれ、ISEP全体の教育カリキュラムと
は合致している。本機材は教科内容の改善ではなく教員の作業効率化と合理化を目指すものである。現行教官で対応可能。

X 会議室用機材 基本インフラ機材のため対象科目なし
Y 犯罪捜査ラボ機材 ANAPO/ISEP共用のラボ機材として要請。犯罪捜査科

目で使用する、物理化学的分析、現場保全、捜査情
報の加工・記録などに使う実習資材と機材。現在使
用中の機材は最低限のものを共有しており、学生10
人1組程度で共用しており実技の習熟ができない。

76 未定 あり 1 0 0 1 1 1 1 3 A 犯罪捜査ラボは施設、機材、教官ともANAPO/ISEP共用しているため、共用の資機材として要請していると思われる。現行カリキュ
ラムを成立させるのに必要な機材。要請機材は現行指導計画、教官、教材でそのまま活用可能。到達目標の設定現在はないが、現
行カリキュラムで実技習熟度を採点基準に取り入れているため、今後は改善習熟目標の再設定は可能と思われる。

カリキュラムから見た要請機材のタイプ
A: 現状カリキュラムですでに類似の機材を使用しているが、数量、品質などの面で不十分なもの。要請機材は現状カリキュラムの中で活用可能。
B:   現行カリキュラムに本来必要なものと認識しているが、現状機材がないので現カリキュラムには使用計画が入っていない。要請機材使用にあたってはカリキュラムの中に使用計画を盛り込んで修正し、教員、教材の一部を追加調達する必要がある。
C: 現状カリキュラムには使用機会はないが、もしあればカリキュラムの拡充が可能と考えている。カリキュラムに使用計画と新規追加し、教員、教材を新規追加調達する必要がある。

①②③④⑤の合致度
各項目に合致しているものを1点、していないものを0点とし、代数和を示した。全項目合致なら＋５点である。
⑤⑥の合致度は将来確保の可否で判定する。

（機材使用時間算出根拠）CIPの各期別想定学生数
コース名 対象階級 1-6月 7-12月

交通事故捜査管理 Sub-Inspector 23 23
観光警察マネジメント Inspector 31 31
弾道学執行管理 Sub-Comisario 22 22
各期別在籍学生数 45 31 76

出所：ISEP教務部　2004年度実績=想定値とした。

計画使用想定時間
ANAPO/ISEP教務部長 Srta. Lic. Kathia Perez氏 へのインタビューによる。

基本インフラ機材のため対象科目なし

外部での英語授業、射撃実習、体育、情報学を除く全
科目で各1時間程度使用

計(年間学生数)

現状カリキュラムを成立させるのに必要な機材。指導計画、教材、教官とも現行のもので対応可能。現状では情報工学ラボは
ANAPOと共有の施設になっており、10台のパーソナルコンピューターを共有している。要請機材の性能はANAPOのものと同様であ
る。共有のラボ教室の中に、ISEP専用として年間70時間程度の授業のためにISEP専用機材を別途投入する理由が見当たらない。

現状カリキュラムを成立させるのに必要な機材。指導計画、教材、教官とも現行のもので対応可能。

犯罪捜査科目でインタビュー、尋問の技術習得実習
に使用。

現状授業を成立させるのに必要な機材。現在は機材がない状態でおこなっているので、指導計画の一部修正は必要。教官、教材は
現状のもので活用できる。

使用予定教科の現状

使
用
想
定
時
間

類
似
機
材
の
現
況
使
用

指導計画

教
科
数

時
間
数

各教科で教授のプレゼンに使用し、最新の犯罪傾向
について学生の理解を促進する。

ほとんどすべての科目の授業が活用対象になる。現状では各科目はOHPなどを使うこともあり、現状各教科の指導計画の中で活用
が可能。教員、教材も現状で対応できる。教科書が個別配布されていないので、代替機能を持たせて授業の質の向上ができると考
えており、現状カリキュラムを補完する機材と解釈できる。

カテゴリーBと同じ 現状ではANAPO/ISEP共用の図書館でビデオを副教材として適宜使用している。ANAPOのカテゴリーEの編集機材とセットで使用する
と考えており、この意味では現状カリキュラムを実施するために必要な機材ではなく、カリキュラムの改善を狙ったものであると
思われる。教材（ビデオテープ類）は市販品やテレビ番組のダウンロードなどで調達可能だが、カテゴリーEの編集機材を使った
高度な編集作業を伴うものは作成スタッフの能力次第（第4章4.3.2.5参照）。教員の調達は将来も可能。

機材カテゴリー

カテゴリーIと同じ

カリ
キュ
ラム
から
見た
機材
のタ
イプ

①
～
⑤
の
合
致
度

対象
学生

機材投入後の計画カリキュラムの内容

対応可能
な教官、
スタッフ

教材

B 視聴覚機材(ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ) 外部での英語授
業、射撃実習、
体育、情報学を
除く全科目

C 視聴覚機材(ﾋﾞﾃﾞｵﾓﾆﾀｰ)

D 視聴覚機材(ｶｾｯﾄﾚｺｰﾀﾞｰ)

H 情報学教室用機材 警察業務の電子化に対応するため、パソコンの操作
機会を作る必要がある。現状ではANAPO共有の情報
ラボで10台のパソコンを学生が共有して授業を行
なっており、授業でコンピューターに触れる機会が

I 視聴覚機材(写真撮影) 捜査関連科目の実習に使用。現場証拠写真の撮影法
や指紋鑑定の撮影法教授に使用。現状授業ではカメ
ラ1台を約30人で共有している。
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